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                                          令和４年３月１７日 

 富山県教育委員会教育長 殿 

富山県立富山聴覚総合支援学校 

                                    校 長  長 濵 由 香 

令和３年度   学 校 総 合 評 価 

 

６ 今年度の重点課題に対する総合評価 

     本校での現状を踏まえ、３項目の重点課題を設定して取り組んだ。各重点項目の目標についてはおおむね

達成することができた。取組の概要と評価は下記のとおりである。 

 

（１） なりたい自分を目指して主体的に学び行動できる児童を育てるための支援の在り方 

児童と教師で共有できるキャリアスキルチェック表を作成し、活用することで児童の課題を明らかに

した。児童による自己評価に加え教師による他者評価を行うことで、児童の自己理解が深まった。一人

一人のキャリア発達の段階を踏まえ、児童の主体的な姿を引き出すための支援方法や効果的な学習方法

について話し合いを行い、授業改善につなげた。 

(２） 児童生徒の実態や発達段階に応じた情報モラル教育の推進 

生徒会執行委員会が中心となってグループ毎にネットやＳＮＳの適切な使用について考える機会を設

け、ネットマナーポスターの作成、自分自身へのマナーメッセージカードの配布を行った。３回の生徒

向けアンケートの結果、情報モラルの意識向上がみられた。ホームページに情報モラルに関する各学部

の取組を紹介したり、幼稚部・小学部の保護者に家庭でのゲームやネット等の使用におけるルールづく

りを啓発する資料を配付したり、長期休暇の前に「情報モラル親子アンケート」を小学部で実施したり

して、家庭でのルールづくりを促した。 

(３） 主体的な学びにつながるＩＣＴ機器を活用した授業実践の推進 

各学部に指名したＩＣＴ教育推進リーダーを中心に、有効なアプリの紹介やクラウドサービスの活用

等スキルの伝達を行い、一人一人のＩＣＴ機器活用の知識技能の向上に寄与した。学校全体では、各学

部による互見授業、ＧＩＧＡスクールサポーターによる研修会や質問教室を実施し、指導力等に関する

調査の平均点向上につなげた。 

 

 

７ 次年度へ向けての課題と方策 

(１）重複級児童の自己評価の在り方について、実態に応じた方法を検討する。キャリアスキルチェック表

の結果を教科学習や学校生活、家庭生活等で活用し、さらに自己理解を深めることにつなげる。キャリ

ア発達の４領域を授業の中で実践できるように授業改善を行う。 

(２）児童生徒が、引き続き情報モラルに関する自己の課題に向き合い、より行動に結び付けることができ

るための取組や工夫、低学年段階からの基本的な生活習慣の確立及び情報モラルへの意識向上を図るた

めの保護者への働き掛けを継続して行う。 

（３）児童生徒の実態に応じたＩＣＴ機器活用の個別最適化ができるよう、モデル授業の紹介や互見授業、

ＩＣＴを活用した指導方法の講習会等を計画的に実施して、教員のＩＣＴ活用スキルを高める。 
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８ 学校アクションプラン  

令和３年度  富山聴覚総合支援学校アクションプラン（小学部）－１－ 

重点項目 学習活動 

重点課題 なりたい自分を目指して主体的に学び行動できる児童を育てるための支援の在り方 

現  状 

・小学部では、小学部の段階を「心身共に著しく成長し、将来の自立に向けた基盤を形成する重要な時

期」と捉え、一人一人の発達に応じて基礎的基本的な学力、体力、人間性を育てるために日々教育活

動に取り組んでいる。 

・今年度の小学部児童８名の実態は、将来の夢や希望を具体的にもっている児童から、自分の好きなこ

とを探している段階の児童まで様々である。今年度は児童がより主体的に行動できるように、これま

での取組を継続し日々の小さな目標や願いを積み重ねていくとともに、将来の自分と現在の自分をつ

なげ、なりたい自分に近づくための目標やこれから取り組むことを考えられるよう支援していく必要

がある。 

達成目標 

①児童の自己理解の向上率（※キャリアスキルチ

ェック表を使用して行った自己評価と他者評価

の検証による数値向上率とする。） 

②キャリア発達の視点を取り入れた授業の検討回数

（※学部でキャリア発達の視点を取り入れた授業改

善検討会を行った回数とする。） 

８名全員の向上 ３回以上 

方  策 

・児童と教師で共有できるキャリアスキルチェッ

ク表を作成する。 

・作成したキャリアスキルチェック表を使用し、

児童の学ぶ力、関わる力、問題解決力、社会性

の段階や課題を明らかにする。児童による自己

評価、教師による他者評価をそれぞれ年間２回

行い、児童の自己理解の向上を評価する。 

・一人一人のキャリア発達の段階を踏まえ、児童の

主体的な姿を引き出すための教師の支援の在り方

について検討する。 

・児童の主体的で深い学びを支えるためのＩＣＴ機

器活用や体験的な活動等、効果的な学習方法を検

討する。 

達 成 度 １００％ ３回実施（１００％） 

具体的な

取組状況 

・普通級の児童５名は、自己評価、他者評価とも

に、数値が向上した。 

・重複級の児童３名は、自己評価の数値化が難し

かったため、他者評価のみ行った。３名とも数

値に向上が認められた。 

・８名の児童それぞれのキャリア発達に変容がみ

られた。 

・学部研究（６月１回、１１月１回、１２月１回）

で、キャリア発達の視点を取り入れた授業の在り

方について検討を行った。 

・６月、１１月には、高学年総合的な学習の時間に

ついて、１２月は５学年理科について検討を行い

、児童の主体的な姿を引き出すための支援方法や

効果的な学習方法等について話し合った。 

評  価 Ａ ①Ａ  ②Ａ  ※２項目の達成度から総合評価を判断 

学校関係

者の意見 

・自己評価は主観的なものでよいが、他者評価は客観的である必要がある。評価者の主観にならないよ

うに具体的な姿で評価できるようにしてほしい。 

・自己評価が難しい児童に対しては、他者評価で成長を認め、伝えることが大切である。自己肯定感を

もてるよう、目標を具体的に分かりやすいものにして取り組むとよい。 

次年度へ

向けての

課  題 

・重複級児童の自己評価の在り方について、実態に応じた方法を検討する。 

・キャリアスキルチェック表の結果を教科学習や学校生活、家庭生活等で活用し、さらに自己理解を深

め、キャリア発達を促していきたい。 

・キャリア発達の４領域を教育課程内のどの授業で行うかを検討し、教員一人一人が授業の中で実践で

きるように授業改善を行う。 

 （評価基準 Ａ：達成した Ｂ：ほぼ達成した Ｃ：現状維持 Ｄ：現状より悪くなった） 



令和３年度  富山聴覚総合支援学校アクションプラン（生徒指導部）－２－ 

重点項目 特別活動 

重点課題 児童生徒の実態や発達段階に応じた情報モラル教育の推進 

現  状 

・本校幼児児童生徒には、ネットゲーム等による生活リズムの乱れ、ＳＮＳでのやりとりでの人間関係のトラブ

ル、課金に関するトラブル等、様々な情報モラルに関する課題が年齢を問わずみられる。 

・本校生徒会では、ネットトラブル防止を目的に「富聴総ネットルール」を策定しているが、生徒会実施のアン

ケートから、ルールを守られていない現状がみられる。 

・前年度の保護者・教員対象の学校評価アンケートの結果から、「社会生活のルールやマナー」について課題が

みられる。ＩＣＴ環境の整備が進む中、情報社会で適正な活動を行うための基となる考え方や態度を育む情報

モラル教育の充実が求められる。 

達成目標 

①生徒の情報モラルの意識の向上率 

（※生徒会執行委員会が中心となって実施するアン

ケート結果の検証による数値向上率とする。) 

②ホームページでの情報発信及び親子アンケートの実施 

（※情報モラルに関する生徒の取組のホームページへの

掲載及び幼稚部・小学部の各家庭対象の「情報モラ

ル親子アンケート」の実施回数とする。) 

８０％以上 各２回 

方  策 

・生徒の主体的な情報モラル遵守意識や対応力を高め

るため、生徒集会で動画の事例を基に、スマートフ

ォンやネットの適切な使用についてワークシート

を活用し、グループで話し合う機会を設ける。 

・生徒自身の自覚・自律を促すことができるように生

徒会執行委員会が「富聴総ネットルール」に関する

呼び掛けを行い、生徒向けアンケートを２回実施す

る。 

・ホームページで生徒の情報モラルに関する取組の紹介

をするとともに、パンフレットや学部便りでゲームや

スマートフォンの適切な使用等、情報モラルの内容に

ついて家庭に情報の提供を行う。 

・幼稚部・小学部で、長期休暇前に幼児児童に向けて情

報モラルに関する講話や「情報モラル親子アンケート」

を実施し、家庭でのルールづくり等に結び付ける。 

達 成 度 ８６％ 各２回実施（１００％） 

具体的な

取組状況 

・アンケートの結果を基に、生徒集会でグループごと

にネットマナーポスターを作成する活動を行い、ネ

ットやＳＮＳの適切な使用について考える機会を

設けた。 

・生徒会執行委員会が中心となって、ネットマナーポ

スターの掲示やネットマナーメッセージカードの

配布を行った。 

・冬季休業前に、自分自身へのネットマナーメッセー

ジカードを作成した。 

・生徒向けアンケートを３回（実態調査２回、意識調

査１回）実施した。作成や分析については、教員が

支援した。 

・ホームページで、情報モラルに関する各学部の取組に

ついて紹介した。 

・幼稚部・小学部の保護者に、家庭でのゲームやネット

等の使用におけるルールづくりを啓発する資料を配付

した。 

・小学部では、長期休暇の前に「情報モラル親子アンケ

ート」を実施し、家庭でのルールづくりを促した。 

評  価 Ａ ①Ａ ②Ａ ※２項目の達成度から総合評価を判断 

学校関係

者の意見 

・情報モラル教育は、様々な教科等で取り組むことが大切である。 

・保護者へは、情報を取り巻く社会の変化に応じて、家庭でのルール等について具体的に情報提供を行うように

するとよい。 

次年度へ

向けての

課  題 

・児童生徒が、引き続き情報モラルに関する自己の課題に向き合い、より行動に結び付けることができるように

取組の継続や工夫を行う。 

・低学年段階からの基本的な生活習慣の確立及び情報モラルへの意識向上を図るため、保護者への働き掛けを継

続して行う。 

（評価基準 Ａ：達成した Ｂ：ほぼ達成した Ｃ：現状維持 Ｄ：現状より悪くなった） 



令和３年度  富山聴覚総合支援学校アクションプラン（図書・教育情報部）－３－ 

重点項目 その他（教育情報） 

重点課題 主体的な学びにつながるＩＣＴ機器を活用した授業実践の推進 

現  状 

・ＧＩＧＡスクール構想等が加速して、児童生徒教員に1人１台タブレットが配置される。 

・県立学校教育ネット再整備及びＩＣＴ教育推進事業により、複数のＩＣＴ機器が配備され、無線ＬＡＮ環

境が整備されるなど、校内のＩＣＴ環境が整ってきた。 

・Microsoft Teams、Zoom、Google Meet等を活用したオンライン会議が一般化してきた。 

・教員のＩＣＴ機器の知識・技能には個人差があり、一人一人の教員がＩＣＴ機器をより効果的に活用して

授業を行うためには、知識や技能の向上が必須である。 

達成目標 

①ＩＣＴ教育推進リーダーが行う研修会の実

施回数 

（※各学部にＩＣＴ教育推進リーダーを設け、

定期的な研修会を実施する。） 

②文部科学省の「教員のＩＣＴ活用指導力等に関する調査」

１６項目の合計平均点 

（※１６項目合計６４点、前年度の平均点は、５０．６点で

ある。各項目は「できる４、ややできる３、あまりでき

ない２、ほとんどできない１」の４段階評価」） 

５回以上 ５６点以上 

方  策 

・ＩＣＴ教育推進リーダーの一人一人が個人

目標を設定し、年度末に自己評価を行う。 

・ＩＣＴ機器の効果的な活用法や授業で活用

できるアプリケーションを調べ、情報交換

を行う。 

・授業でＩＣＴ機器をより効果的に活用できるよう研修会

や授業検討会を行い、情報を共有する。 

・最新のＩＣＴ情報が周知できるよう授業で活用可能なア

プリケーション・ソフトウェアや情報モラルに関する事

例等を校内研修会やグループウェアで紹介する。 

達 成 度 

①ＩＣＴ教育推進リーダー研修会の実施回数

 ３回（12月20日現在） 

（※３学期に２回実施予定） 

②文部科学省の「教員のＩＣＴ活用指導力等に関する調査」

１６項目の合計平均点 

５６．７点 

具体的な

取組状況 

・各学部のＩＣＴ教育推進リーダー一人一人が

年間目標を設定した。 

・児童生徒教員へのiPad貸与されるに当たり、

県の規程や方針等の共通理解を行った。 

・ＩＣＴ活用のスキルアップを図るようにクラ

ウドサービスやiPadの機能等についての研

修会を行った。 

・ＩＣＴ教育推進事業で各学部による互見授業やコロナ禍に

よる生徒の自宅待機時にオンライン授業の互見授業を行

った。 

・iPadの貸与に伴い、学部内だけでなく授業担当者間等の小

さな単位で、有効なアプリの紹介やクラウドサービスの活

用等、新たな試みやスキルの伝達等、積極的な取り組みが

みられた。 

・ＧＩＧＡスクールサポーターによるクラウドサービス等の

研修会やＩＣＴ機器の活用方法に関する質問教室を実施

した。 

・デスクネッツで情報モラルやiPadのアプリ、ＰＣソフト等

の活用法を定期的に紹介した。 

評  価 Ａ ①Ａ ②Ａ ※２項目の達成度から総合評価を判断 

学校関係

者の意見 

・児童生徒の実態に応じたＩＣＴ機器活用の個別最適化が求められる。 

・ＩＣＴ機器を使うために頑張るのではなく、負担を少なくして効果的に授業で利用することができた

ら良い。 

次年度へ

向けての

課  題 

・ＩＣＴ環境が整備され、iPadやクラウドサービス等を活用する頻度が増えると共に、教員相互にスキ

ルを共用して自信を高める様子がみられるようになった。次年度は、児童生徒の実態に応じたＩＣＴ

機器活用の個別最適化ができるよう、モデル授業の紹介や互見授業、ＩＣＴを活用した指導方法の講

習会等を計画的に実施して、教員のＩＣＴ活用スキルを高めたい。 

 
（評価基準 Ａ：達成した Ｂ：ほぼ達成した Ｃ：現状維持 Ｄ：現状より悪くなった） 


